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令和８年度第２回島田市文化芸術推進協議会 議事概要 

 

１ 日時 令和８年７月 23 日（水） 午後２時 00 分～午後４時 00 分 

 

２ 場所 島田市役所 203 会議室 

 

３ 出席者 

(1) 委 員 松本委員、森澤委員、高島委員、岡村委員、小栗委員、榛葉

委員、高橋委員、片川委員、沼田委員 

 

(2) 事務局 文化振興課 野村課長、石間課長補佐、大野主事 

 

(3) 傍聴者 ０名 

 

４ 概要 

(1) 開会 

(2) あいさつ 

(3) 議事 

○協議事項 

ア 第２期島田市文化芸術推進計画（案）について 

イ 文化施設の在り方（役割・方向性）について 

 (4)その他 

   ア シンポジウムについて 

委員からの質問・意見は以下のとおり。 

【協議事項】 

ア 第２期島田市文化芸術推進計画（案）について 

事 務 局：資料 1 になります。13 ページに施策の柱と施策というところであ

りまして、ここの 1234 の施策のところを前回の協議会で、ご協議

をいただきました。この施策から前のページの方を少しずつ書き

進めていっておりますので、ご協議いただければと思います。具

体的な政策については、この後のページから書き進めていきたい

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

委  員：前回、中川幾郎先生示したモデルの、市民文化政策、都市文化政

策、地域文化政策、歴史文化政策の４つを施策の柱とすることで

委員の皆さんの了承をいただきました。委員から、平易な記載に

した方が良いということで、今回このような文章形式に修正しま

した。それから、12 ページの施策体系の概念図で「まもる」、「は
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ぐくむ」、「つくりだす」、「つなげる」とありますが、これを、

外してしまってもいいのではないかと私は思いますがいかがです

か。 

委  員：私は、４つの施策の柱のそれぞれに、「まもる」、「はぐくむ」、

「つくりだす」、「つなげる」はあったほうがいいと思います。 

委  員：確かにあっても変ではないですね。他の委員の方いかがですか。異

論がなければこのまま進めたいと思います。 

委  員：文章の表現ですが、施策の記載が体言止めと用言止めが混在して

います。 

事 務 局：修正します。 

委  員：そこは修正して、それでは、ここはそのまま進めてよろしいでしょ

うか。他にございますか。 

委  員：１ページの３行目「まもる・はぐくむ・つくりだす・つなぐ」と書

いてありますが、「つなぐ」は「つなげる」ではないでしょうか。

また、「人に重点を置いた文化芸術施策」となっていますが、12 ペ

ージの施策体系の概念図では、「人、地域資源、場」となっている

ので１ページも合わせた方がいいのではないでしょうか。 

委  員：そうですね。修正しましょう。 

委  員：ここで少し映像を見ていただきたいのですが、京都の下鴨神社で

「みたらし祭り」という水に関するお祭りがあります。 

委  員：京都などだと、観光政策というのはありだと思いますが、島田はそ

こまで観光客は来ていないし、観光客が急増するとも思えないの

で文化振興計画は、市民文化政策を中心に作った方がいいのでは

ないかと思います。 

計画のなかで、地域の文化資源を見つめていかなければならない

とずっと思っていて、みたらし祭りではないですけれども、島田い

も水にまつわる話がないか調べていましたら、大井神社に水の神様

を祀るとあって、伺ってみたいと思いました。 

     奈良は、今かき氷の町として売り出しています。東大寺の横に日

本で最初の氷室神社があって、それでかき氷を売り出しています。 

     島田でも名物づくりをするのに文化資源を探すようなことを皆さ

んに支援してもらいたいと思います。 

     この 4 つの領域、都市文化政策、市民文化政策、地域文化政策、

歴史部化政策の自分が関係しそうなところ、一つでもいいからあ

りますよっていうのを教えていただきたいと思います。 

委  員：今はやっぱり主に水に関係した行事をなるべく取り込むようにし

て、水守りとか。あと御朱印も透けるものにして、水のようにした
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りとかそんなことをしています。コロナ禍にやっぱり人が来なく

なったので、祈りの場をご提供するっていう意味合いを込めて、

夏なので風鈴を。大井神社は水の神様なので。井戸がずっと昔か

らあり、井戸の水でお祭りに使う神泉など用意したりしています。 

委  員：第１期の計画を作成した時、中学校の部活が地域移行されるなど

と思った人はいなかった。市は具体的に何をすればいいのでしょ

うか。 

委  員：文化協会主催で、吹奏楽フェスティバルを毎年開催しているが、昨

年度はお客さんを入れ替えなければならないほど人が来たんでう

よね。島田は合唱も吹奏楽も全国レベルだったんです。小さな市

では珍しくすべての中学校に吹奏楽部があります。 

委  員：浜松に行った時に、古い会館のバックヤードに４団体くらいが楽

器を置いてありました。吹奏楽が盛んなところは楽器を置くとこ

ろがあるんです。ところが新しいホールは、余裕がないから楽器

置き場がなくなるということです。あと、浜松の高校が吹奏楽が

優秀なところがあったりするんです。市民会館にしてもそういう

楽器をどうするだとか大事です。 

委  員：いくら立派な劇場があっても運営の仕方しだいです。市民の皆さ

んのためにものづくりに協力するような意識の高い人達がいでば、

施設は古くても機能する。ただ会議室を貸しているようなつもり

でやっていたら絶対よくならないので、そこがしっかりしていな

いと計画に載せるのは難しい。 

事 務 局：計画自体は８年間の計画で、今後どうなるかわからないですが、ご

意見として色々いただいて、10 年くらい経ちましたら文化施設を

どうするかという本格的な議論も始まると思いますので活かして

いきたいと思います。今の状況ですと、なかなかコストをかけられ

ないので、維持管理で精いっぱいという状況にはあります。 

委  員：海外から来た方は水と緑があるだけでとても感動しています。京   

     都など人が集まりすぎて嫌気がさしているのもあり、島田市はよ

い観光地になると思っています。私も大井川がとにかく好きで行

ったりするんですけれども、神尾の横臥褶曲に毎年必ず１回は行

くのですが、整備されていなくて大雨が降った時など川の流れが

変わってたどり着くのが大変な時がある。その辛さも含めて喜び

があるんです。そでもすごく観光資源だと思っています。 

委  員：観光だけではなく、市民の誇り形成にも繋がるし子供の教育にも

繋がる。文化芸術基本法第２条で述べている関連分野は観光、ま

ちづくり、国際交流、福祉、教育、産業、その他とあるが、僕の友
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人はその他を自然環境保全としきりに言っている。自然環境は地

域を愛する気持ちにもなるし、海外も含めて他県からの誘因にも

なるし、地元の子供の歴史教育や自然教育にもなる。自然も入れ

ましょう。それも、川があるから断層が露出したわけですよね。 

     自然そのものが市民の誇りであり市民の教育環境が生まれている。

移住者を呼ぶという人口増にもなり少なくても人口は減らないと

いう。この視点も入れましょう。 

委  員： そのスポットを、看板を立てるなり発信するなりするとことが必

要であると思います。 

委  員：私の分野の観光というところで言うと、「つくりだす」と「つなげ

る」が中心であると思います。歴史があるからやっていくのでは

なく、コンテンツは作り出せるのだと思いました。 

     川会所の移転にしても、ただ移転するだけではなくそれを歴史に

繋げるというか何か作り出して観光に繋げるようにしていきたい

と思います。 

     今までは、文化資源はまもるだけであったものが、文化資源活用

法により活用できるようになったと聞いているので、活用しやす

いような文言が計画に入っていると仕事がしやすいと思います。 

     「つなげる」といところで言うと、東京などでは、島田という地名

を知っている人があまりいない。しかし、実際来てみるとよいと

ころがたくさんあると言っていただける。それを発信する手段が

ない。今回も、松村北斗さんが雑誌で蓬莱橋と川越街道を紹介し

たら、今観光客がたくさん来ている状況です。若い方に知っても

らって、気に入ってもらえれば移住に繋がる。このように都会の

方に知ってもらって、来ていただけるような手段を作っていきた

いと思います。 

委  員：歴史であるとか文化であるとか学生が参画できるものがあるとい

いと思う。施設の職員がお客さんと一緒に作り出そうという気持

ちが少ない。 

委  員：今、皆さんのお話を伺っていて思ったことは、エコツーリズムなの

ではないかと。環境省でエコツーリズムのモデル事業があって、

それを見ると、一つの自然を巡っていくみたいな、その中で伝統

とかあって支援してやっていて、今、島田の地形を見ているので

すが、やはり川を巡っていくツアーみたいなものも考えられるし、

そこの地域資源をきちんと計画に記載すると、そういう形で観光

に繋がっていくのではないかと思います。 

     もう一つ貸館とかホールの話なんですけれども、自主事業を充実
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させようとかホール機能を充実しようという議論がある一方で、

やはり予算が削減されていってできないところが多い。 

     最近は、貸館事業が充実するというケースがあって、つまり自分

たちで１から企画して何かをやる力がもうないと。そういう専門

的な職員もいない地域で、あれこれがんばってやるよりは自由に

使ってもらおうと。その自由さみたいなもので、さらに言えば老

朽化もしているので、ワーキングスペースにするとか、子どもた

ちが自由に練習ができたりだとか。さらに言えば YouTube とかイ

ンスタとか動画を自由に撮影するとか。 

     そうなると、職員にさほどスキルはいらない。しかし、安全管理は

とても大事なので、そこだけはきちんとすればいい訳です。 

委  員：ホールなど吊物があったりするところは安全管理が必要だが、設

備のないところであれば自由に使ってもらって。 

委  員：岩手県のホールでは、市民の演劇団体があって市民が集まってき

て、自然に活性化している。 

     市民文化政策や都市文化政策を促進するにしても、施設の運営に

ついては、大きなシフトが結構いるんだろうというのはお話をき

いていて思いました。場所がないと人が育たないというのもある

ので、施設が老朽化しているのでいろいろ制限をかけずに自由に

していくというのもある。拠点になっていく可能性もある。これ

が市民文化政策に繋がっていくし、「市民誰もが日々の生活の中

で文化芸術に触れる機会の充実」にも繋がる。また、福祉や医療な

どなかなか文化活動が出来なかったりとか、生まれた環境でそう

いう機会に恵まれない人たちに対する保証ということは、公的支

援の基本中の基本になるのでそこは取り組まなければならない。 

     博物館であったりもそうですし、ホールでいろいろ活動している

人たちのことを、そこで育てる育てたものを。その学校教育の現

場とかで、あることができたり、教育の中に埋め込まれていくみ

たいなところは、しっかりとやらないといけないなって、そうい

う意味でアウトリーチをしたりとかもしれないけど、その人材が

いないっていうことであれば、むしろ市民団体がそういう活動を

したいっていうことを。促進するとか、博物でも博物館はあるの

で、博物館と学校連携っていうのを強化していくとか。というこ

とを 1 の中では絶対にやらないとあのちょっと特定の人ばかりみ

たいな形になるので、よろしくないのかなって思った。 

委  員：市民で誰もが文化芸術に親しい環境を作りなので博物館や学校教

育との連携は、あるいは福祉施設や病院との連携を図るとそれに
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よって、その人材育成というのは、イベントを支えている人たち

を含めて継承していくものなので、そういう仕事をしている人た

ちっていうところを資源化していって、次に繋げていくことをし

ていかないと担い手が育たないので、やっぱりそのお金が回らな

いので、っていうところはちょっとの意識した方がいいのかなっ

ていうところは思います。中川先生が提唱する歴史政策って文化

財保護政策じゃないそれによって人も育ち、産業や人も育つ。 

委  員：市民文化祭は市民誰もが参加できなければならない。市民の皆さ

んが文化祭に参加したいと思っても連絡先がわからないというこ

ともある。文化祭実行委員会に人格を持たせるというか、民間に

に任せるというような感じで、もっと盛り上げていただきたいで

す。今年は、国際交流協会が同じ日にイベントを開催するという

ことで、大変よいことだと思います。 

委  員：皆さんご意見ありがとうございます。次回協議会は 10 月７日に開

催しますので、それまでに大筋をまとめてお示ししたいと思いま

す。 

 

イ 文化施設の在り方（役割・方向性）について 

事 務 局：文化施設の利用料について議論していく中で、文化施設の役割や、

今後どうしていくかを改めてご意見をいただけたらと思います。

今後また、改めてご意見を伺えればと思います。 

     そでは、以上をもちまして第２回文化芸術推進協議会を閉会致し

ます。ありがとうございました。 

 

 

【その他】 

  ・シンポジウム「幕末から明治初期の東海道文化を再発見する」の開催の 

  報告 

 

 午後４時 00 分終了 


